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点
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
一

年
後
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
今
改
定
は
、
賃

上
げ
・
物
価
対
応
に
注
目
さ

れ
た
が
、
厚
労
省
は
特
殊
な

点
数
配
置
を
行
っ
た
。

　
協
会
に
は
二
月
以
降
、「
届

出
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
制

度
が
複
雑
で
よ
く
わ
か
ら
な

い
」「
届
出
に
乗
り
遅
れ
る

と
損
を
す
る
と
聞
い
た
」
な

ど
の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
制
度
の
趣
旨
や
要

件
が
十
分
に
理
解
さ
れ
な
い

ま
ま
、
不
安
と
混
乱
が
現
場

に
広
が
っ
て
い
る
実
態
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
医
療
機
関
の
健
全
な
経
営

が
あ
っ
て
こ
そ
、
国
民
患
者

賃
上
げ
原
資
は

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
に
集
中
投
下

　
前
回
改
定
に
続
き
、
今
回

も
賃
上
げ
対
応
が
基
本
診
療

料
の
底
上
げ
で
は
な
く
、
使

途
を
限
定
し
た
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
と
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
医
療
行
為
の
評
価
で
あ

る
診
療
報
酬
の
本
質
か
ら
逸

脱
し
て
い
る
。

　
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
で

は
、
評
価
体
系
が
二
区
分
化

さ
れ
た
。「
継
続
的
に
賃
上

げ
を
実
施
し
て
い
る
保
険
医

療
機
関
と
、
そ
れ
以
外
の
保

険
医
療
機
関
に
お
い
て
異
な

る
評
価
を
行
う
」
と
明
記
さ

れ
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

を
既
に
届
出
し
て
い
る
医
療

機
関
と
新
た
に
届
出
す
る
医

療
機
関
で
異
な
る
点
数
が
設

定
さ
れ
た
（
三
面
参
照
）。

　
医
療
機
関
間
に
意
図
的
な

格
差
を
持
ち
込
む
手
法
は
、

診
療
報
酬
制
度
の
在
り
方
と

し
て
、
極
め
て
問
題
が
大
き

い
。
ま
た
、
職
員
の
賃
上
げ

に
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る

　
中
医
協
は
二
月
十
三
日
、
六
月
一
日
実
施
の
二
〇
二
六
年
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
各
項
目
の
点
数
を
答
申
し
た
。
賃
金
対
策
と
し
て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
が
大
き
く
引
き
上
げ
ら
れ
、
物
価
高
対
策
と
し
て
「
物
価
対
応
料
」
が
新
設

さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
基
本
診
療
料
で
は
な
く
、
別
枠
の
点
数
で
あ
る
。
ま
た
、

二
六
年
と
二
七
年
と
二
年
越
し
に
点
数
を
改
定
す
る
な
ど
の
手
法
が
導
入
さ
れ

た
。
改
定
財
源
に
乏
し
く
、
現
場
の
窮
状
を
救
う
に
は
程
遠
い
答
申
内
容
だ
。

一
方
で
、
患
者
負
担
の
引
き
上
げ
の
準
備
は
進
ん
で
い
る
。（
関
連
四
面
）

の
医
療
ア
ク
セ
ス
は
担
保
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、「
基
本
診
療
料
」
の

大
幅
増
が
必
要
だ
っ
た
。

新
設 

物
価
対
応
料

　
二
〇
二
六
年
度
と
二
〇
二

七
年
度
の
物
価
高
騰
を
見
据

え
、
初
・
再
診
料
等
に
合
わ

せ
て
算
定
す
る
「
物
価
対
応

料
」
が
新
設
さ
れ
た
。
二
七

年
六
月
以
降
は
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
と
同
様
、
点
数

の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
届
出
要
件
は
な
い
。

な
お
、
医
科
で
は
訪
問
診
療

時
の
点
数
が
設
定
さ
れ
て
い

る
が
、
歯
科
は
同
点
数
が
な

い
。（
表
１
、
２
参
照
）

電
子
的
診
療
情
報

連
携
体
制
整
備
加

算
の
新
設

  

従
来
の
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体

制
整
備
加
算
と
医
療
情
報
取

得
加
算
は
廃
止
さ
れ
、「
電

子
的
診
療
情
報
連
携
体
制
整

備
加
算
」
が
新
設
さ
れ
た
。

電
子
処
方
箋
や
電
子
カ
ル
テ

情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対

応
状
況
に
応
じ
て
初
診
料
と

再
診
料
に
加
算
す
る
仕
組
み

へ
と
再
編
さ
れ
た
。

　
高
額
な
設
備
投
資
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
医
療
機
関

に
負
わ
せ
る
設
計
で
あ
る
。

電
子
化
の
有
無
が
医
療
の
質

を
左
右
す
る
と
の
十
分
な
根

拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国

策
と
し
て
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ

を
、
診
療
報
酬
で
医
療
機
関

に
押
し
つ
け
る
手
法
は
問
題

で
あ
る
。

説
明
会
に
参
加
を

改
定
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
解
説

　
今
回
の
改
定
も
、
複
雑
で

難
解
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
現
在
、
協
会
・
保
団
連

で
作
成
中
の
医
科
「
点
数
表

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
歯
科

「
改
定
の
要
点
と
解
説
」
は
、

診
療
報
酬
改
定
で
出
さ
れ
る

国
の
難
解
な
告
示
・
通
知
を

わ
か
り
や
す
く
編
集
・
解
説

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子
で
、

会
員
か
ら
の
評
価
は
高
い
。

　
一
月
二
十
四
日
、
保
団
連

大
会
で
の
二
〇
二
五
年
組
織

拡
大
表
彰
に
お
い
て
、
埼
玉

協
会
は
医
科
の
二
部
門
で
入

賞
、
開
業
医
会
員
増
加
数
で

二
位
、
組
織
率
上
昇
で
三
位

と
な
っ
た
。
年
間
で
開
業
医

会
員
が
二
五
人
増
え
、
医
科

会
員
は
二
一
六
二
人
と
な
っ

た
。

（
保
団
連
大
会
関
連
記
事
二

面
、
会
員
数
の
推
移
九
面
）

組
織
拡
大
で

組
織
拡
大
で
医
科
医
科
Ｗ
受
賞

Ｗ
受
賞

増
加
数
２
位
、
組
織
率
上
昇
３
位

保団連大会

表彰状を手にする大会代表
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メディアにも多数出演
ベスト
セラー「人新世の『資本論』」著者

東京大学准教授、経済思想家

斎藤 幸平氏講演

全県配布
本
号
は
会
員
お
よ
び
未

入
会
員
の
方
に
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
未
入
会
員
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
新

聞
ご
送
付
に
際
し
、
関
東

信
越
厚
生
局
で
開
示
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
元
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

全県配布　
四
月
に
は
県
内
各
地
で
改

定
説
明
会
を
開
催
し
、
五
月

か
ら
は
繰
り
返
し
視
聴
で
き

る
動
画
配
信
を
実
施
す
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子
を
も
と

に
、
具
体
的
な
算
定
方
法
や

留
意
点
を
解
説
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い

た
だ
き
、
六
月
実
施
に
備
え

て
い
た
だ
き
た
い
。（
関
連

三
、
一
〇
面
）医

科

大
学
病
院
等
か
ら

の
紹
介
受
け
入
れ

で
加
算
新
設

　
初
診
料
は
据
え
置
か
れ
た

が
、「
特
定
機
能
病
院
等
紹

介
患
者
受
入
加
算
」
が
新
設

さ
れ
た
。
特
定
機
能
病
院

（
県
内
二
病
院
）
や
地
域
医

療
支
援
病
院
（
県
内
約
二
五

病
院
）、
四
百
床
以
上
の
病

院
等
か
ら
の
紹
介
患
者
の
初

診
料
に
六
〇
点
を
加
算
で
き

る
。（
医
科
表
１
参
照
）

歯
科

　
初
・
再
診
料
は
僅

か
に
引
き
上
げ

　
初
診
料
が
五
点
、
再
診
料

が
一
点
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
歯
初
診
の
施
設

基
準
要
件
が
変
更
さ
れ
る
か

は
、
二
月
末
時
点
で
分
か
っ

て
い
な
い
。（

三
面
に
続
く
）

第53回定期総会
記念講演

基本診療料大幅引き上げなし 将来見通せず基本診療料大幅引き上げなし 将来見通せず
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日
本
経
済
は
長
期
的
な
低
成

長
に
直
面
し
て
い
る
。
経
済
が
停

滞
し
て
い
る
今
こ
そ
、
医
療
へ
の

投
資
を
縮
小
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
医

療
は
単
な
る
「
支
出
」
で
は
な
く
、

健
康
寿
命
の
延
伸
、
生
産
性
の
向

上
、
地
域
経
済
の
維
持
に
直
結
す

る
「
基
盤
投
資
」
で
あ
り
、
経
済

の
失
速
を
食
い
止
め
る
た
め
の
中

核
的
な
政
策
領
域
だ
か
ら
だ
。

医
療
費
は
二
〇
二
五
年
度
に

五
〇
兆
円
を
超
え
る
見
通
し
で
、

メ
デ
ィ
ア
は
「
過
去
最
高
」「
危

機
的
水
準
」
と
い
っ
た
刺
激
的
な

表
現
で
報
じ
る
。
絶
対
額
だ
け
を

取
り
上
げ
て
危
機
を
煽
る
議
論

は
、冷
静
な
政
策
判
断
を
妨
げ
る
。

背
景
に
は
、
医
療
費
の
増
加
が
国

家
財
政
を
破
綻
さ
せ
る
と
す
る

「
医
療
費
亡
国
論
」
が
長
年
に
わ

た
り
社
会
に
浸
透
し
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
亡
国
論
は

事
実
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

制
度
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
う

え
で
本
質
的
な
論
点
を
見
誤
ら
せ

て
い
る
。

実
際
、
日
本
の
医
療
費
は
国

際
的
に
突
出
し
て
高
い
わ
け
で
は

な
い
。
医
療
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
令

和
四
年
度
の
八
・
二
三
％
か
ら
令

和
五
年
度
に
は
八
・
〇
八
％
へ
と

低
下
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
一

七
％
台
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の

一
一
〜
一
二
％
、
北
欧
諸
国
の
一

〇
％
前
後
と
比
べ
て
も
、
日
本
は

依
然
と
し
て
低
い
水
準
だ
。
世
界

で
最
も
高
齢
化
が
進
む
国
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
の
医

療
は
む
し
ろ
効
率
的
に
提
供
さ
れ

て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
医
療
費

の
増
加
を
も
っ
て
「
亡
国
」
と
断

じ
る
の
は
、
国
際
比
較
を
欠
い
た

短
絡
的
な
議
論
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
国
内
で
は
医
療
費
の

引
き
下
げ
を
訴
え
る
政
党
が
一
定

の
支
持
を
得
て
い
る
。
高
齢
者
の

窓
口
負
担
増
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
除
外
、「
無
価
値
医
療
」

の
排
除
、
病
床
削
減
な
ど
の
施
策

は
、
一
時
的
な
効
率
化
に
は
つ
な

が
る
。
し
か
し
、年
間
一
兆
〜
一
・

五
兆
円
規
模
の
自
然
増
を
相
殺
す

る
ほ
ど
の
持
続
的
効
果
は
期
待
で

き
な
い
。
国
民
皆
保
険
制
度
が
提

供
す
る
医
療
は
「
最
低
水
準
」
で

は
な
く
「
最
適
水
準
」
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
無
駄
な
医
療
費
の

削
減
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る

が
、
高
齢
化
と
医
療
技
術
の
高
度

化
を
踏
ま
え
れ
ば
、
医
療
費
が
五

〇
兆
円
台
か
ら
六
〇
兆
円
へ
と
増

加
し
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
削
減
の
み
で

医
療
費
を
抑
制
す
る
発
想
は
現
実

的
で
は
な
く
、
財
源
を
ど
う
確
保

し
制
度
を
持
続
可
能
に
す
る
か
こ

そ
が
本
質
的
な
課
題
で
あ
る
。

経
済
の
失
速
が
続
く
中
で
医

療
費
を
削
減
す
れ
ば
、
最
も
影
響

を
受
け
る
の
は
現
役
世
代
と
地
域

社
会
だ
。
医
療
提
供
体
制
が
弱
体

化
す
れ
ば
、
働
く
人
々
の
介
護
負

担
や
健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
労

働
参
加
率
の
低
下
や
生
産
性
の
低

下
を
招
く
。
特
に
人
口
減
少
が
進

む
日
本
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸

こ
そ
が
最
大
の
成
長
戦
略
で
あ

り
、
医
療
へ
の
投
資
は
経
済
の
底

上
げ
に
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
医
療
は
地
域
経
済
の

重
要
な
雇
用
基
盤
で
も
あ
る
。
病

院
や
診
療
所
が
縮
小
す
れ
ば
、
医

療
従
事
者
の
流
出
だ
け
で
な
く
、

関
連
産
業
や
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
衰

退
を
招
き
、
地
方
の
経
済
基
盤
が

弱
体
化
す
る
。
経
済
が
停
滞
し
て

い
る
時
期
に
医
療
費
を
削
る
こ
と

は
、
地
域
経
済
の
縮
小
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
。

近
年
の
新
薬
は
非
常
に
高
額

と
な
っ
て
お
り
、
薬
事
承
認
は
新

し
い
治
療
を
届
け
る
た
め
の
制
度

で
あ
る
一
方
、
高
額
医
薬
品
の
登

場
に
よ
り
、
承
認
が
そ
の
ま
ま
医

療
費
増
額
に
つ
な
が
る
と
の
見
方

が
強
ま
り
、
薬
事
行
政
と
財
政
規

律
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
か
の
よ
う

に
語
ら
れ
て
い
る
。
高
額
医
薬
品

や
先
端
医
療
の
増
加
は
財
政
に
負

担
を
与
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
希
少

疾
患
や
重
篤
な
疾
患
の
治
療
を
可

能
に
し
、
長
期
的
に
は
介
護
費
や

社
会
保
障
費
の
抑
制
に
つ
な
が

る
。
高
額
医
薬
品
基
金
の
創
設
、

成
果
連
動
型
支
払
い
、
薬
価
交
渉

の
強
化
、
医
療
技
術
評
価
の
活
用

な
ど
、
制
度
設
計
を
工
夫
す
る
こ

と
で
、
財
政
負
担
を
抑
え
つ
つ
必

要
な
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

経
済
の
失
速
は
医
療
制
度
に

と
っ
て
大
き
な
制
約
と
な
る
。
し

か
し
、
短
絡
的
に
医
療
を
削
る
の

で
は
な
く
、
医
療
資
源
を
集
約
し

つ
つ
も
戦
略
的
に
増
額
し
、
健
康

と
生
産
性
を
高
め
る
基
盤
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。
医
療
は
社
会
の

土
台
で
あ
り
、
未
来
へ
の
投
資
で

あ
る
。
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持

し
、
経
済
の
再
生
に
つ
な
げ
る
た

め
に
も
、
医
療
へ
の
適
切
な
増
額

は
避
け
て
通
れ
な
い
。

経
済
の
失
速
と
医
療

─
そ
れ
で
も
増
額
が
必
要
な
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
市　

石
津　

英
喜

　
二
〇
二
五
年
度
第
一
一
回

理
事
会
を
一
月
二
十
一
日
協

会
会
議
室
で
開
催
し
た
。

◆
２
０
２
６
年
度
第
53
回

定
期
総
会

　
六
月
二
十
一
日
ホ
テ
ル
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ュ
ー
（
旧
ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
浦
和
）
で
開

催
す
る
定
期
総
会
の
準
備
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。
記

念
講
演
は
東
京
大
学
大
学
院

准
教
授
で
あ
り
経
済
思
想
家

の
斎
藤
幸
平
氏
。著
書
の『
人

新
世
の
「
資
本
論
」』
は
四

五
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
一
月

の
朝
日
新
聞
に
「
マ
ム
ダ
ニ

市
長
の
誕
生
の
意
味
　
再
分

配
と
多
様
性
　
共
に
重
視
の

道
」、
二
月
の
毎
日
新
聞
に

理
事
会

理
事
会

理
事
会
だ
り

よ

『「
国
は
気
候
正
義
を
」
昨
年

十
二
月
に
提
訴
』
な
ど
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
ご

存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思

う
。会
員
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
、

定
期
総
会
へ
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
た
い
。

◆
２
０
２
６
年
新
点
数
説

明
会
・
診
療
報
酬
改
定

　
今
年
は
二
年
に
一
度
の
診

療
報
酬
改
定
の
年
。
新
点
数

説
明
会
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
た
。
新
点
数
説
明
会
は

四
月
十
六
日
か
ら
二
十
八
日

の
期
間
で
、
県
内
四
会
場
で

開
催
。
五
月
か
ら
は
会
員
が

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
改
定

内
容
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
を
行
う
。ま
た
、

テ
キ
ス
ト
は
で
き
る
だ
け
早

く
会
員
の
手
元
に
届
け
る
よ

う
優
先
し
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。（
Ｍ
・
Ｔ
）

3 月・4月3月・4月 InformationInformation

3 月
◆19日（木）

医 科 単 発 学 術 講 演 会（WEB 方
式）「明日から役立つ！変形性膝
関節症の診断と治療」／時間…19
時 30 分〜 21 時／講師…渡邊 敏
文 氏（獨協医科大学埼玉医療セン
ター整形外科准教授）／詳細 6 面
◆23日（月）

労務管理講習会（WEB 方式）「労
務マネジメントにおける意識改革

〜押さえておくべき雇用リスク対
策〜」／時間…19 時 30 分〜 21
時／講師…加藤 深雪 氏（bloom
総合事務所代表）／詳細 7 面

4 月
◆ 16 日（木）、21 日（火）、23
日（木）、24日（金）、27日（月）、
28日（火）

新点数説明会（医科・歯科）／詳
細 10 面

　
一
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
五
日
に
、
第
五
二
回
保

団
連
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
各
協
会
か
ら
大
会
代
表

一
三
七
人
と
事
務
局
が
参
加

し
た
。
埼
玉
協
会
か
ら
は
渡

部
義
弘
、
小
橋
一
成
、
石
津

英
喜
、
土
田
昌
巳
各
大
会
代

表
と
山
崎
利
彦
保
団
連
理

事
、
事
務
局
が
出
席
し
た
。

　
各
協
会
か
ら
一
六
二
の
発

言
通
告
、
六
二
件
の
フ
ロ
ア

発
言
が
あ
り
議
論
が
行
わ
れ

た
。埼

玉
協
会
か
ら
の
発
言

と
保
団
連
の
答
弁

　
埼
玉
協
会
か
ら
は
七
つ
の

発
言
を
し
た
。
渡
部
代
表
は

「
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
る
」
署
名
の
会
員

協
力
率
五
〇
％
超
を
複
数
回

の
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
郵
送
、
事
務
局

に
よ
る
電
話
呼
び
か
け
な
ど

に
よ
り
達
成
し
た
こ
と
を
報

告
し
た
。

　
さ
ら
に
渡
部
代
表
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
一
定
の
利
用

が
あ
る
現
状
を
鑑
み
、
こ
れ

ま
で
の
「
マ
イ
ナ
保
険
証
中

第 52回保団連定期大会

「診療報酬大幅引上げ」署名
会員協力率 50％超を全国に報告

止
」
の
保
団
連
方
針
は
現
実

的
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
し
、「
マ
イ
ナ
保
険
証

の
併
走
」
を
求
め
る
よ
う
方

針
の
修
正
を
提
案
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
保
団
連
執
行
部

は
、
様
々
な
考
え
方
の
国
会

議
員
、
国
民
に
広
く
訴
え
て

い
く
た
め
に
方
針
を
「
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
を
強
制
し

な
い
こ
と
」
と
修
正
し
た
と

し
、
今
後
も
保
険
証
復
活
に

取
り
組
む
と
答
弁
し
た
。

　
関
連
し
て
渡
部
代
表
は
、

保
険
証
の
自
動
交
付
が
な
く

な
っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る

た
め
、
法
律
の
再
改
正
を
求

め
る
運
動
の
必
要
性
に
言
及

し
た
。
保
団
連
執
行
部
か
ら

は
、
保
団
連
で
は
国
会
行
動

を
行
い
、
保
険
証
の
復
活
に

関
連
し
た
要
請
を
続
け
て
い

く
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
推
進
、
診
療
報

酬
改
定
等
を
発
言

　
小
橋
代
表
は
、
昨
年
十
二

月
に
厚
労
省
の
「
医
療
用
か

ら
要
指
導
・
一
般
用
へ
の
転

用
に
関
す
る
評
価
検
討
会

議
」
が
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

に
つ
い
て
、シ
ム
ビ
コ
ー
ト
、

イ
ナ
ビ
ル
、
タ
ミ
フ
ル
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
た
際
、
臨
床
医
に
募
集
を

知
ら
せ
ず
、
乱
暴
な
表
現
内

容
で
臨
床
現
場
を
否
定
し
て

い
た
こ
と
に
苦
言
を
呈
し
、

評
価
検
討
会
議
の
在
り
方
も

含
め
て
保
団
連
か
ら
厳
重
に

抗
議
す
る
こ
と
を
要
請
し

た
。
保
団
連
執
行
部
は
、
患

者
の
命
と
健
康
に
無
責
任
な

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
推
進
を
許

す
こ
と
は
で
き
ず
、
関
係
部

署
で
連
携
し
て
必
要
な
取
り

組
み
を
す
る
と
答
弁
し
た
。

　
ま
た
、
小
橋
代
表
は
診
療

報
酬
改
定
の
施
行
が
再
度
六

月
に
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

二
年
前
の
経
験
を
経
て
保
団

連
は
次
期
改
定
対
応
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
見
通
せ
て
い
る
の

か
質
問
し
た
。
保
団
連
執
行

部
は
、
各
協
会
と
協
力
し
て

対
応
し
て
い
く
と
し
た
。

　
土
田
代
表
は
、
過
半
数
の

医
療
機
関
が
届
出
で
き
て
い

な
い
施
設
基
準
は
給
付
金
の

要
件
と
す
べ
き
で
は
な
い
と

し
て
、
保
団
連
に
対
し
「
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
の
廃

止
を
方
針
に
掲
げ
る
こ
と
を

会員会員無料無料相談相談
弁護士・税理士・社会保険労務士・呼吸器専門医に直接相談できる弁護士・税理士・社会保険労務士・呼吸器専門医に直接相談できる

税務 労務 法律 胸部 XP

日
木曜日 金曜日

3月休み、4/9 3/19、4/16 3/27、4/17

時 午後2時〜5時 午後1時〜4時 午後7時40分〜

相談時間 1 人 1時間まで 1人20分まで

相談員 顧問税理士 顧問社会保険労務士 顧問弁護士 呼吸器専門医

会場 保険医協会会議室 顧問弁護士事務所 保険医協会会議室

駐車場 近辺有料駐車場

申し込み 1 回 3人まで（胸部XPはお一人 20分。1回 4人まで）
お電話でお申し込みください。☎ 048-824-7130

締め切り 前週木曜日17時 前週金曜日17時 2日前17時

求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
保
団

連
執
行
部
は
、
医
療
費
の
給

付
と
直
接
関
係
な
い
点
数
の

仕
組
み
に
は
断
固
反
対
で
あ

り
廃
止
を
求
め
て
い
く
と
述

べ
る
に
留
ま
っ
た
。

動
議
提
案
の
成
立

　
大
会
一
日
目
に
は
、
渡
部

代
表
が
規
約
に
則
っ
た
保
団

連
次
期
副
会
長
の
定
数
を
九

人
か
ら
一
〇
人
に
増
員
す
る

こ
と
を
求
め
る
動
議
を
提
案

し
た
。
動
議
は
賛
成
多
数
で

採
用
さ
れ
、
宇
佐
美
副
会
長

も
選
任
さ
れ
た
。
大
会
の
採

決
で
は
、
会
務
報
告
、
活
動

方
針
、
大
会
決
議
等
の
議
事

の
他
、
新
執
行
部
体
制
が
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

渡部大会代表

小橋大会代表

土田大会代表

石津大会代表



（3） 2026 年 3 月 5 日（毎月 1 回 5 日発行） 埼　玉　保　険　医　新　聞 （1976 年 1 月 7 日第三種郵便物認可） 第 641 号

病名モレ減点は再審査請求できます

医　
　

科

医科　主な指摘項目

〈医学管理等〉
○生活習慣病管理料（表 1）
・生活習慣病管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ）点数

は据え置き。
・生活習慣病管理料（Ⅱ）は、会員から「医

学管理料の包括範囲が広すぎる」との声
が寄せられていた。協会・保団連が包括
範囲の縮小を求めて厚労省へ繰り返し要
請を行った結果、悪性腫瘍特異物質治療
管理料をはじめとする 21 の医学管理料
が算定できることになった。

・大きな混乱と事務負担を招いていた「療
養計画書への患者署名」が不要となった。

○小児科外来診療料は再診時の点数が 1 点
引き上げられた。

〈在宅医療〉
○在宅患者訪問診療料（Ⅰ）（Ⅱ）がそれ

ぞれ 2 点ずつ引き上げられた。
○在宅時医学総合管理料・施設入居時等医

学総合管理料に新たな算定制限を導入。
　「月 2 回以上訪問診療を行っている場合
（難病患者等を除く）」について、末期が
んや要介護 3 以上の患者割合が一定数未
満の場合は「月 1 回訪問診療を行ってい
る場合」の点数で算定することとされた。

○ 在 宅 持 続 陽 圧 呼 吸 療 法 指 導 管 理 料 2
（CPAP）は 10 点引き下げ、持続陽圧呼
吸療法充実管理体制加算（15 点）が新
設された。

〈検査〉
○骨塩定量検査の算定回数を、治療開始か

ら 1 年以内など特定の場合を除き、4 月
に 1 回から年 1 回の算定とされた。

〈投薬〉
○一般名処方加算は 2 点ずつ引き下げられ

た。
○長期収載医薬品の処方における患者の負

担割合を 4 分の 1 から 2 分の 1 に引き
上げられるとされた。

〈リハビリテーション〉
○リハビリテーション総合計画評価料の様

式が変更され、「初回の場合」と「2 回
目以降の場合」に再編された。

○目標設定等支援・管理料を廃止。要介護
被保険者のリハビリ算定日数上限の 3 分
の 1 経過後、過去 3 月以内にこの点数
を算定していない場合の減算規定も廃止
された。

〈精神科専門療法〉
○通院・在宅精神療法の初診料算定日の

算定について、精神保健指定医が 60 分
以上行った場合の点数を 50 点引き上げ
650 点とされた。また、指定医が 60 分
未満の場合は 410 点を算定していたが、
今回 30 分以上 60 分未満の区分を新設
し 550 点とされた。

2026年　診療報酬改定情報 

〈医学管理〉
　歯管は初診月に 80 点となる減算は廃止された。
しかし、所定点数が 100 点から 90 点に引き下げ
られたため、改定前と比べると 3 月以降の算定か
らマイナスになってしまう。
　小機能は、口腔機能の評価項目が 3 項目以上に
該当する場合の小機能 1（90 点）と、2 項目以上
に該当する場合の小機能 2（50 点）に分かれた。
　口機能は、下位症状 3 項目以上の確認で、検査
を算定した場合の口機能 1（90 点）と、検査を
算定しなかった場合の口機能 2（50 点）に分か
れた。
　義管は算定単位が 1 口腔から 1 装置に変更さ
れた。区分から困難な場合（総義歯または 9 歯以
上の局部義歯）がなくなり、局部義歯の場合か総
義歯の場合かに変更、点数は 140 点に引き下げ
られた。

〈在宅〉
　歯科訪問診療 4 と 5 に、施設基準が新設された。
当該施設基準を満たさず、歯援診または歯援病を
届出していない医療機関は、所定点数の 50/100
を算定することになった。
　歯援診は、施設基準要件が変更された。改めて
届け出が必要かどうかは、2 月末時点で判明して

いない。
　訪衛指は、特別の関係にある保険医療機関等で
行った場合、人数によらず 140 点を算定するこ
ととされた。

〈処置〉
　SPT と P 重防は、歯周病継続支援治療に統合
された。算定区分は変更なく、1 〜 9 歯は 170 点、
10 〜 19 歯は 200 点、20 歯以上は 350 点を算定
する。
　加圧根充（3 根管以上）の加算点数である
Ni-Ti ロータリーファイル加算は、CT 撮影が必
須ではなくなり、Ni-Ti ロータリーファイルを用
いて根管治療を行った場合に算定できるように
なった。

〈歯冠修復・欠損補綴〉
　CAD/CAM 冠 と CAD/CAM イ ン レ ー は、
CAD/CAM 冠用材料（Ⅲ）を大臼歯に用いる場
合の大臼歯の咬合支持要件が廃止された。また、
光学印象の対象に CAD/CAM 冠が追加された。
　補管の対象に、新設されたチタンブリッジ、歯
科用金属アレルギー患者に対する HJC と CAD/
CAM 冠が追加された。
　TeC、リテーナー、歯周治療用装置（冠形態）
等を統一した、暫間歯冠補綴装置（1 歯につき

48 点）が新設された。
　局部義歯に用いる特定保険医療材料について、
鋳造鉤・コンビネーション鉤・鋳造バーは基本的
に鋳造用コバルトクロム合金を、線鉤は基本的に
不銹鋼および特殊鋼を使用することとされた。な
お、特段の理由がある場合は、金パラ等も使用で
きる。

歯　
　

科

　（1 面続き）答申の時点で内容が判明している改定項目から、主な項目を抜粋して紹介する。
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協会の 3 つの基本方針…②合理的かつ論理的運動の展開

「
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
ま
す
」

衆
院
選
後
の
議
員
ら
に
要
請
行
動

　
協
会
は
二
月
十
九
日
、
国

会
議
員
会
館
に
て
議
員
ら
に

要
請
行
動
を
行
っ
た
。
前
日

の
十
八
日
に
国
会
が
開
か
れ

て
間
も
な
い
中
、
先
の
衆
院

選
で
当
選
し
た
県
内
選
出
議

員
ら
を
訪
問
し
、「
高
額
療

養
費
制
度
の
自
己
負
担
額
引

き
上
げ
の
白
紙
撤
回
」「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
追
加
負
担
を

や
め
る
こ
と
」「
診
療
報
酬
」

な
ど
社
会
保
障
充
実
を
求
め

る
協
会
の
取
り
組
み
を
伝
え

た
。

　
渡
部
理
事
長
は
現
場
の
医

師
の
視
点
か
ら
、
政
府
が
検

討
す
る
各
種
の
患
者
負
担
増

が
患
者
の
受
診
控
え
に
つ
な

が
り
、
症
状
の
悪
化
を
招
く

こ
と
を
危
惧
す
る
と
、
拙
速

な
医
療
法
改
正
を
し
な
い
よ

う
要
求
し
た
。

　
ま
た
、
診
療
報
酬
の
改
定

に
つ
い
て
前
回
比
プ
ラ
ス
の

決
定
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
を

上
回
る
物
価
上
昇
と
な
っ
て

お
り
実
体
経
済
に
届
い
て
い

な
い
こ
と
に
言
及
。
引
き
上

げ
率
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
た
。
さ
ら
に
「
薬
の

追
加
負
担
を
や
め
て
く
だ
さ

い
」
署
名
の
引
き
受
け
を
要

請
し
た
。

　
薬
の
追
加
負
担
な
ど
患
者

負
担
増
の
問
題
に
つ
い
て
、

自
民
党
で
は
総
選
挙
を
経
て

様
々
な
意
見
の
議
員
が
構
成

す
る
こ
と
と
な
り
、
党
内
で

も
意
見
が
分
か
れ
る
場
面
も

み
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と

議
員
ら
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

協
会
は
社
会
保
障
の
充
実
に

向
け
今
後
も
国
会
議
員
を
訪

問
し
、
丁
寧
な
審
議
の
も
と

慎
重
に
判
断
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
く
。

保
団
連
が
国
会
内
集
会

　
同
日
に
保
団
連
が
国
会
議

員
会
館
内
で
「
私
た
ち
は
あ

き
ら
め
ま
せ
ん
！
患
者
さ
ん

と
と
も
に
社
会
保
障
充
実

を
」決
起
集
会
を
開
催
し
た
。

現
地
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
も
含
め
て

一
五
三
人
が
参
加
し
た
。
協

会
か
ら
は
渡
部
理
事
長
が
現

地
参
加
し
た
。
集
会
に
は
与

野
党
の
議
員
八
人
が
駆
け
付

け
た
。

　
集
会
で
は
、
保
団
連
と
と

も
に
社
会
保
障
制
度
の
改
悪

に
反
対
し
て
闘
っ
て
き
た
患

者
ら
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
上
限
額
を
引
き
上

げ
る
見
直
し
案
を
撤
回
す

る
よ
う
求
め
る
オ
ン
ラ
イ

ン
署
名
が
広
く
拡
散
さ
れ
、

二
五
万
筆
も
の
署
名
が
集
ま

っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
署

名
は
同
日
、
厚
労
大
臣
に
提

出
さ
れ
た
。

資
格
確
認
書
交
付 

地
域
任
せ
に

協
会
　
全
員
へ
の
一
律
交
付
を
要
請

　
厚
労
省
は
一
月
二
十
七
日

の
事
務
連
絡
で
、
今
年
八
月

以
降
の
後
期
高
齢
者
へ
の

「
資
格
確
認
書
」
の
交
付
方

法
を
見
直
し
、
判
断
を
各
都

道
府
県
の
広
域
連
合
に
任
せ

る
方
針
を
示
し
た
。
厚
労
省

が
示
し
た
基
準
と
な
る
交
付

方
法
で
は
、
八
五
歳
以
上
は

昨
年
同
様
、
全
員
へ
資
格
確

認
書
を
職
権
交
付
す
る
と
し

た
。
し
か
し
、
八
四
歳
以
下

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
所
持
お
よ
び

直
近
の
利
用
実
績
に
よ
っ
て

細
か
く
交
付
方
法
を
変
え
る

大
変
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　
協
会
で
は
、
医
療
機
関
と

患
者
双
方
に
混
乱
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
二
月
六
日
に
県

広
域
連
合
へ
要
請
書
を
提
出

し
た
。
①
二
〇
二
六
年
八
月

以
降
も
す
べ
て
の
被
保
険
者

に
資
格
確
認
書
を
一
律
に
交

付
、
発
送
す
る
こ
と
、
②
健

康
保
険
証
の
復
活
を
国
に
求

め
る
こ
と
。

　
県
広
域
連
合
で
は
、
各
自

治
体
か
ら
の
対
応
不
可
能
の

要
望
を
受
け
、
交
付
要
件
が

難
解
す
ぎ
て
被
保
険
者
に
一

件
ず
つ
説
明
対
応
す
る
の
は

現
実
的
で
は
な
い
と
し
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
所
持
し
て
い

な
い
八
四
歳
以
下
の
被
保
険

者
全
員
に
資
格
確
認
書
を
職

権
交
付
す
る
と
し
た
。
対
応

は
国
保
に
準
じ
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
所
持
し
て
い
る
者
へ

は
原
則
資
格
確
認
書
は
発
行

し
な
い
が
、
希
望
者
か
ら
交

付
の
申
請
が
あ
る
場
合
は
対

応
す
る
方
針
だ
。
被
保
険
者

へ
の
案
内
は
、
四
月
以
降
に

広
域
連
合
か
ら
通
達
さ
れ

る
。

県
内
後
期
高
齢
者
の

マ
イ
ナ
利
用
率

　
二
月
二
日
の
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
で
広
域
連
合
が
発
表
し

た
二
五
年
九
月
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
平
均
利
用
率
は

三
六
・
四
五
％
。
前
回
発
表

時
の
二
五
年
六
月
の
平
均
利

用
率
三
〇
・
一
一
％
か
ら
三

カ
月
で
六
・
三
四
増
。
期
限

切
れ
の
健
康
保
険
証
が
二
六

年
三
月
末
ま
で
暫
定
利
用
さ

れ
る
措
置
と
な
っ
た
た
め

か
、
後
期
高
齢
者
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
率
は
半
数
に

届
い
て
い
な
い
。

　
政
府
与
党
は
、
薬
剤
費
の

四
分
の
一
を
保
険
か
ら
は
ず

し
、
定
率
の
一
〜
三
割
の
窓

口
負
担
と
は
別
に
、
患
者
負

担
に
上
乗
せ
す
る
法
案
を
今

国
会
で
通
そ
う
と
し
て
い

る
。
も
し
実
施
さ
れ
れ
ば
、

薬
剤
費
の
負
担
が
大
幅
に
増

加
す
る
。

　
政
府
は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
う
た

い
、
軽
い
病
気
や
け
が
は
医

療
機
関
に
か
か
ら
ず
市
販
薬

を
使
え
ば
よ
い
と
い
う
方
針

だ
。
今
回
の
負
担
増
は
、「
市

販
薬
を
利
用
し
て
い
る
患
者

と
の
公
平
性
」
を
理
由
に
上

げ
て
い
る
が
、
受
診
が
必
要

な
患
者
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の

よ
う
に
追
加
料
金
を
課
す
道

理
は
な
い
。
む
し
ろ
、
症
状

を
抱
え
な
が
ら
医
療
機
関
に

受
診
で
き
な
い
国
民
の
受
診

機
会
を
確
保
す
る
こ
と
こ
そ

国
民
皆
保
険
制
度
で
あ
り
、

公
平
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
重
い
病
気
の
見

逃
し
や
副
作
用
、
重
症
化
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
以
上
、

医
療
を
国
民
か
ら
遠
ざ
け
る

べ
き
で
は
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
治
療
に
必
要

な
医
療
行
為
や
医
薬
品
に
対

す
る
患
者
自
己
負
担
が
三
割

を
超
え
る
こ
と
は
、「
将
来

に
わ
た
っ
て
七
割
給
付
を
維

持
す
る
」
と
定
め
た
健
康
保

険
法
に
反
し
て
い
る
。

　
今
回
の
法
改
定
は
「
一
部

保
険
外
療
法
」
と
い
う
保
険

診
療
に
新
た
な
概
念
を
導
入

し
患
者
負
担
を
強
い
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
法
案
の

評
価
が
一
切
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
ま
ま
、
国
会
に
提

出
さ
れ
一
気
に
可
決
し
て
い

き
そ
う
な
情
勢
に
な
っ
て
い

る
。「
七
割
給
付
維
持
」
の

形
骸
化
を
許
せ
ば
、
今
後
、

際
限
な
く
患
者
負
担
が
増
や

さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
患
者
負
担
増
が
狙
わ
れ
て

い
る
実
態
を
患
者
に
知
ら

せ
、
医
療
・
社
会
保
障
の
充

実
を
勝
ち
取
る
た
め
、
日
々

の
診
療
の
中
で
の
患
者
と
の

対
話
が
大
切
な
一
歩
に
な
っ

て
く
る
。
診
察
室
で
の
対
話

や
待
合
室
か
ら
の
発
信
を
強

め
、
患
者
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
る
こ
と
で
、「
医
療
費

の
削
減
で
は
な
く
、
増
や
す

こ
と
が
国
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
」
と
い
う
共
感
を
広
げ

る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
。

署
名
の
取
り
組
み
に

ご
協
力
を

　
協
会
で
は
、
薬
の
負
担
増

を
食
い
止
め
、
患
者
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
権

利
を
守
る
た
め
、
署
名
に
取

り
組
む
。
署
名
用
紙
の
サ
ン

プ
ル
は
二
月
末
に
会
員
に
郵

送
し
て
い
る
。
ま
た
、
院
内

掲
示
用
の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成

し
、
今
月
号
に
折
り
込
ん
で

い
る
。
取
り
組
み
に
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

特別の料金の対象となる医薬品の

範囲・特別の料金の設定
◆対象医薬品の範囲：77 成分（約

1100 品目）
　主な対応症状は、鼻炎、胃痛・
胸やけ、便秘、解熱・痛み止め、
風邪症状全般、腰痛・肩こり、み
ずむし、口内炎、皮膚のかゆみ・
乾燥肌等。
◆特別の料金
　対象薬剤の薬剤費の 1/4

薬
の
追
加
負
担
を
許
す
な
！

薬
の
追
加
負
担
を
許
す
な
！

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

待合室に掲示する渡部理事長（会員に
は本号に同封）

　昨年一旦は凍結された高額療養費の患者負担上限額の引き上げであるが、現
政権は改めて負担増を計画している。厚労省が 12 月 25 日に示したのが表で
ある。
　所得に応じて 27 年夏までに段階的に引き上げる。26 年 8 月に一律 7％限度
額が引き上げられ、27 年 8 月には所得区分が現行 4 区分から 13 区分に細分化
される。

高額療養費制度

細分化と限度額引き上げ計画

後期高齢者

埼玉県保険医協会作成
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個別指導に弁護士が帯同できます

賃
上
げ
・
物
価
上
昇
に
対
す
る
支
援
事
業

県
へ
申
請
要
件
の
簡
素
化
と

迅
速
な
支
給
を
求
め
る

　
厚
労
省
は
二
〇
二
五
年
度

補
正
予
算
で
計
上
し
た
「
医

療
機
関
等
に
お
け
る
賃
上

げ
・
物
価
上
昇
に
対
す
る
支

援
事
業
」
に
関
す
る
実
施
要

綱
を
一
月
二
十
六
日
付
で
都

道
府
県
に
発
出
し
た
。
診
療

所
（
医
科
無
床
・
歯
科
）
で

は
、
賃
上
げ
に
対
す
る
支
援

は
二
〇
二
六
年
三
月
一
日
時

点
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

を
届
出
済
み
の
診
療
所
を
対

象
に
一
施
設
一
五
万
円
が
支

給
さ
れ
、
物
価
上
昇
に
対
す

る
支
援
は
原
則
全
診
療
所
を

対
象
に
一
七
万
円
が
支
給
さ

れ
る
。
協
会
は
昨
年
三
月
、

九
月
に
も
要
請
し
て
い
る

が
、
改
め
て
給
付
金
申
請
要

件
を
簡
素
化
し
、
早
急
に
支

給
す
る
こ
と
な
ど
を
埼
玉
県

大
野
知
事
、
保
健
医
療
部
長

宛
て
に
要
請
し
た
。
青
山
常

任
理
事
が
対
応
し
た
。

　
協
会
か
ら
は
次
の
よ
う
に

要
請
し
た
。
①
実
施
要
綱
で

は
、
対
象
と
な
る
診
療
所

は
「
三
月
一
日
時
点
で
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届
け
出

て
い
る
施
設
」
と
し
、
診
療

所
の
準
備
、
届
出
の
た
め
の

期
間
と
考
え
ら
れ
る
が
、
給

付
金
の
支
給
が
四
月
以
降
に

ず
れ
込
む
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
実
施
要
綱
を
す
で
に
発

表
し
て
い
る
県
も
あ
り
、
埼

玉
県
に
お
い
て
も
早
急
に
示

す
こ
と
。

　
②
賃
上
げ
の
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
届
出
を
条
件
と
せ

ず
、
県
内
の
全
医
療
機
関
を

対
象
に
迅
速
か
つ
簡
易
な
手

続
き
で
実
施
で
き
る
よ
う
埼

玉
県
独
自
の
支
援
策
を
講
じ

る
こ
と
。

　
③
当
会
の
会
員
か
ら
は
、

給
付
金
の
支
給
を
求
め
る
切

実
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
給
付
金
の
支
給
を
早

期
に
行
う
た
め
に
医
療
機
関

か
ら
の
給
付
金
の
申
請
を
受

け
次
第
、
速
や
か
に
支
給
す

る
こ
と
。

　
県
は
、「
実
施
要
綱
が
国

か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
県
と

し
て
は
自
由
が
利
か
な
い
」

な
ど
と
回
答
し
た
。
協
会
か

ら
は
、「
昨
年
度
も
給
付
金

の
半
分
は
国
庫
に
返
納
さ
れ

て
お
り
、
埼
玉
県
と
し
て
全

く
余
地
は
な
い
か
」
と
求
め

た
。
県
側
は
、「
国
の
担
当

者
に
説
明
す
る
時
は
、
意
見

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
伝

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
県
は
昨
年
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出
を
促

し
た
り
、
給
付
金
の
案
内
は

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届

け
出
た
医
療
機
関
に
の
み
行

っ
て
い
た
。「
今
回
も
同
様

の
措
置
を
取
る
の
か
」
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
「
今
回
は
全
て

の
医
療
機
関
に
案
内
す
る
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届

出
は
周
知
し
な
い
」と
し
た
。

　
賃
上
げ
・
物
価
上
昇
に
対

す
る
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
、
今
後
、
交
付
要

綱
が
示
さ
れ
る
。
医
療
機
関

に
も
案
内
が
届
く
予
定
で
あ

る
。
県
に
は
引
き
続
き
申
請

要
件
や
申
請
手
続
き
の
簡
素

化
を
求
め
て
い
く
。

要
請
書
を
手
渡
す
青
山

常
任
理
事
（
左
）

　2023 年 5 月医療法の改正により 2025 年 4 月から「か
かりつけ医機能報告制度」が開始された。2026 年 1 月
からは、すべての医科診療所、病院（特定機能病院を除く）
を対象にかかりつけ医機能報告が求められている。報告
は 3 月 31 日までに G-MIS 又は紙媒体での提出で行う
とされている。県より協会に周知依頼があったため紹介
する。
1．報告の目的は地域医療の確保と受診先の選択
　かかりつけ医機能報告の目的は、地域で必要とされる
かかりつけ医機能の充実・強化を図るとともに、医療機
関をネット検索を通じて、患者のより良い受診先の選択
に資する情報を提供することとしている。
2．診療報酬と連動しないが報告は義務
　昨年末、財務省から診療報酬にかかりつけ医機能報告
をもとに格差の導入を求める意見が出されていた。報告
を急ぐ会員から制度に関する質問が多く寄せられたが、
診療報酬改定との連動はなかった。しかし、医療法では
報告は義務となっており、期間内に報告をしない医療機
関や「虚偽の報告」をした医療機関には、埼玉県から報
告の求めや内容の是正が求められる。命令に従わない場
合は過料（30 万円以内）が科されることになっている。
3．報告の内容
　「1 号機能」「2 号機能」「その他」に分かれる。

（1）1 号機能は、「継続的な医療を要する者に対する発
生頻度が高い疾患に係る診療その他の日常的な診療
を総合的かつ継続的に行う機能」がイメージされて
いる。①かかりつけ医機能に関する研修の修了者の
人数、総合診療専門医の人数、② 17 のいずれかの
診療領域について 1 次診療の対応可能の有無、③ 1
次診療を行うことができる疾患、④医療に関する患

者からの相談に応じることができる、⑤「①〜④」
について院内掲示（厚労省の見本様式あり）をして
いる、ことの報告が求められている。

（2）2 号機能の報告は、1 号機能を有する医療機関が行う。
「時間外の診療状況」「入退院時の支援」「在宅医療
の提供」「介護サービスとの連携した医療状況」「健
診、予防接種、地域活動」など医療機関の具体的な
状況の報告が求められる。

（3）その他は、1 号機能、2 号機能に現時点で該当しな
い場合で、今後担う意向の有無を示す。

4．報告後の流れ
　埼玉県が、報告を 4 〜 6 月にかけて集計・分析して、
外来医療に関する地域の関係者との協議の場で、地域に
必要なかかりつけ医機能を確保していくための具体的な
方策を検討し公表する。
５．埼玉県の状況
　埼玉県は、2 月 13 日に報告期限を設けていたが、未
報告の医療機関が多いことから、制度解説の動画を作成
し公開している。報告の最終締切の 3 月 31 日まで、随
時受け付けている。
○埼玉県のかかりつけ医機能報告制度の周知動画

（1） 内容：制度の概要、オンライン報告の手順、今後の
スケジュールなど。

（2）視聴方法：埼玉県ホームページ「かかりつけ医機能
報告制度」から視聴できる。

https：//www.pref.saitama.lg.jp/
a0701/kakaritsukei.html

すべての診療所が報告の対象
かかりつけ医機能報告3/31まで

協会に多く
寄せられている質問

Q1．かかりつけ医機能報告制度の対象
となる医療機関はどこか？

A1．特定機能病院と歯科医療機関を除
く、全ての病院及び診療所が報告対象。

Q2．報告はいつ、どのような方法で行
うのか？

A2．報告は毎年 1 月から 3 月までの期
間に①②のいずれかの方法で行う。

① 医 療 機 関 等 情 報 支 援 シ ス テ ム
（G-MIS）入力。

②紙媒体での提出。県から送付される紙
の調査票を提出する。

※埼玉県では、医療機能情報提供制度
の定期報告を紙で行っている医療機関
に、定期報告とかかりつけ医機能報告
の調査票を 12 月末から 1 月にかけて
郵送している。

Q3．かかりつけ医機能に係る研修はな
にか？受講する必要はあるか？

A3．現時点（2 月 25 日現在）で具体的
な研修対象は示されていない。研修対
象が示されるまでの間、「かかりつけ
医機能に関係すると考える任意の研
修」を報告することができる。また、
研修の受講は必須ではなく、研修修了
者の有無を報告する。研修未修了で
あっても報告できる。

Q4．報告を行うことで算定できる点数
はあるか？

A4．ない。かかりつけ医機能報告の有
無により次期診療報酬改定で格差を付
けるとの意見が出されていたが、診療
報酬との連動はなかった。

医
科

医科 支払基金における審査の一般的取扱い医科 支払基金における審査の一般的取扱い
　支払基金は 1 月 30 日付で審査
の一般的取扱いとして、18 事例
を新たに公開した。協会に相談の
多い事項から一部を編集して紹介
する。全文は協会ホームページに
て確認いただきたい。
〈在宅自己注射指導管理料〉

○アドレナリン注射液（アナフィ
ラキシー）の処方量について  

　小児におけるアナフィラキシー
に対するアドレナリン注射液

（エピペン注射液 0.15mg）の
処方量は、原則として 2 管まで
認められる。 

（取扱いを作成した根拠等） 
　アナフィラキシーは急速に発現
し、死に至る場合がある重篤な全
身性の過敏反応である。エピペン
注射液は、添付文書の用法・用量
に「アドレナリンとして 0.01mg/
kg が 推 奨 用 量 」 で あ る 旨、 ま
た、アナフィラキシーガイドライ
ン 2022 には「アドレナリンの最
大投与量は、成人 0.5mg、小児
0.3mg」と記載されており、エピ
ペン注射液 0.15mg 規格を 2 管処
方することは、臨床的有用性が高
いと考えられる。 

歯科社保 Q&A歯科社保 Q&A
【医学管理】

Q1　診療情報等連携共有料（情
共）1 で医科医療機関に診療情
報を求める方法は文書以外でも
よいか。

A1　情共 1 は文書の他、メール
や FAX 等で患者の情報を求め
ることができる。

Q2　情共 2 で医科医療機関から
患者の診療情報を求められた場
合、文書以外で情報提供しても
よいか。

A2　情供 2 は文書で情報提供す
る。

Q3　実地指の口腔指導加算と歯
リハ 3 を同日に行った場合、そ
れぞれ算定できるか。

A3　指導・訓練内容が重複して
いなければ同日でそれぞれ算定
できる。
【歯管修復・欠損補綴】

Q4　 イ ン レ ー を 支 台 と し た ブ
リッジに補管は算定できるか。

A4　全ての支台をインレーとす
るブリッジは補管の対象外だ
が、1 歯でも支台に冠形態を含
むブリッジの場合は補管を算定
できる。
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⑤ ⑥

協会の 3 つの基本方針…③ EBM（科学的根拠に基づく医療の提供）

　2 月 13 日、Zoom ウェビナーによる WEB 方式にて開
催し、43 人が参加した。講師は矢﨑善一氏（佐久総合病
院佐久医療センター副院長）。講演では、「症例・新ガイド
ライン（標準 4 者併用療法：ファンタスティック 4）にお
ける収縮不全の標準的治療」「心不全患者における血清カ
リウム値と予後の関連」「CTEPH 治療アルゴリズム」等に
ついて解説を行った。（以下、講演スライドから抜粋）

第86回 循環器研究会（WEB方式） 報告

循環器疾患のガイドライン改訂が
日常診療に与えるインパクト

〜心不全・高血圧・静脈血栓塞栓症〜

①

③

⑦

②

④

⑧

　1 月 29 日、Zoom ウェビナーによる WEB 方式にて
開催し、43 人が参加した。講師は生井一之氏（さいた
ま赤十字病院　糖尿病内分泌内科）。講演では、「経口セ
マグルチド 25mg（ウゴービタブレット）の有効性」、「世
界初ウィークリー持効型インスリン アウィクリ」等に
ついて解説した。（以下、講演スライドから抜粋）

第114回 糖尿病研究会（WEB方式） 報告

糖尿病診療の進歩
〜2025年を振り返って〜

①①

③③

⑤⑤

⑦

②②

④④

⑥⑥

⑧⑧

矢﨑善一氏

生井一之氏

■日時　3 月 19 日（木）19 時 30 分〜 21 時

■講師　渡邊 敏文 氏

	 （獨協医科大学埼玉医療センター 整形外科 准教授）

◆講演のポイント◆

　高齢化が進む本邦において、変形性膝関節症の潜在的患者数は約 3,000 万人と推

定されています 。本講演では、日本整形外科学会のガイドラインの内容に沿って、

明日からの臨床に役立つ治療戦略を包括的にお話しさせていただきます。

　教育・生活指導や運動療法、個々のリスクに応じた薬物療法に加え、有効性が

実証された「痛点ストレッチ」などの具体的な取り組みもご紹介します 。さらに、

人工関節や骨切り術といった手術療法の最新知見から、急速に普及するロボット支

援手術、最先端の滑膜間葉系幹細胞を用いた再生医療の展望まで、変形性膝関節症

の治療を幅広く網羅いたします。

医科単発学術講演会（WEB方式） 案内

明日から役立つ！
変形性膝関節症の診断と治療

会員相互の助け合い会員相互の助け合い

保険医年金
グループ生命保険

第2休業保障（団体所得補償保険）／医師賠償責任保険
／火災保険／自動車保険／銀行提携融資 保険医ローン

資料請求は協会共済部まで

TEL 048-824-7130

生活と経営を支える
保険医のための共済制度
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病名モレ減点は再審査請求できます

外安全に対応

い
つ
で
も
受
講
で
き
る

歯
科
施
設
基
準
講
習
会

歯
科
医
療
安
全
管
理
講
習
会
を
開
催

　
二
月
十
三
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
外

安
全
（
歯
科
外
来
診
療
医
療

安
全
対
策
加
算
）
の
施
設
基

準
要
件
に
対
応
し
た
、
歯
科

医
療
安
全
管
理
講
習
会
を
オ

ン
デ
マ
ン
ド
方
式
で
開
催
。

会
員
一
六
八
人
か
ら
参
加
申

込
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
福
田
謙
一
氏
（
東
京
歯
科

大
学
口
腔
健
康
科
学
講
座
教

授
）
が
講
師
を
務
め
、
医
療

事
故
対
策
等
の
医
療
安
全
対

策
や
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急

時
対
応
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
医
療
事
故
は
常
に
起
こ

り
得
る
前
提
で
、
予
防
策
や

発
生
時
の
対
応
策
を
立
て
る

こ
と
が
肝
要
と
強
調
し
た
。

偶
発
症
の
対
策
で
は
、
治
療

前
と
治
療
中
は
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
を
患
者
に
装
着

し
、
酸
素
飽
和
度
と
脈
拍
の

測
定
・
把
握
を
推
奨
し
た
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
だ
か
ら

い
つ
で
も
受
講
で
き
る

　
受
講
し
た
会
員
か
ら
は
、

「
改
め
て
リ
ス
ク
管
理
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」

「
復
習
の
た
め
に
繰
り
返
し

福田謙一氏

視
聴
で
き
て
良
か
っ
た
」
等

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
協
会

の
施
設
基
準
講
習
会
は
、
期

間
限
定
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
で
開
催
し
て
お
り
、
期
間

中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
受
講

で
き
、
繰
り
返
し
の
視
聴
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
要
件

を
満
た
し
た
受
講
会
員
に

は
、
施
設
基
準
の
届
出
時
に

利
用
で
き
る
修
了
証
を
発
行

し
て
い
る
。

　
協
会
で
は
、
今
後
も
施
設

基
準
講
習
会
を
オ
ン
デ
マ
ン

ド
で
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。
期
間
中
は
時
間
や
場
所

を
選
ば
ず
に
受
講
で
き
る
の

で
、
ご
参
加
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

２
０
２
５
年
12
月
11
日
開
催

死
生
を
め
ぐ
る
問
い

〜
医
療
の
中
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
〜

放
送
大
学
名
誉
教
授
　
石
丸
　
昌
彦
　
氏

　「
死
を
忘
れ
る
な
」
を
意

味
す
る
“m

em
ento m

ori

”

は
、
死
が
す
べ
て
の
人
に
と

っ
て
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

警
告
す
る
ラ
テ
ン
語
の
格
言

で
あ
る
。
古
来
さ
ま
ざ
ま
な

文
脈
で
語
ら
れ
て
き
た
が
、

最
近
の
わ
が
国
で
は
ゲ
ー

ム
、
歌
、
絵
本
な
ど
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
中
に
し
ば
し
ば

登
場
し
て
い
る
。

　
一
方
、
わ
が
国
の
公
的
な

言
説
の
中
で
は
、
権
威
あ
る

と
さ
れ
る
国
語
辞
典
が
「
死

生
観
」
と
い
う
見
出
し
語
を

収
載
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

も
分
か
る
通
り
、「
死
」
を

あ
か
ら
さ
ま
に
語
る
こ
と
が

タ
ブ
ー
で
あ
る
時
代
が
長
く

続
い
た
。
そ
も
そ
も
「
死
生

講演要旨

在
に
及
ん
で
い
る
。

　
死
生
を
め
ぐ
る
悩
み
は
、

緩
和
ケ
ア
領
域
の
課
題
で
あ

る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン

の
核
心
で
あ
る
が
、
け
っ
し

て
緩
和
ケ
ア
に
限
定
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
近
年
、
世

界
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
デ

ス
カ
フ
ェ
活
動
が
示
唆
す
る

よ
う
に
、
死
に
つ
い
て
率
直

に
語
り
合
い
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ

の
死
生
観
を
養
う
こ
と
は
、

す
べ
て
の
生
活
者
に
と
っ
て

精
神
的
健
康
の
土
台
を
固
め

る
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

が
命
に
つ
い
て
学
び
、
健
全

な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を

育
む
た
め
に
も
、
死
生
に
つ

い
て
安
心
し
て
語
り
合
え
る

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

医院経営と雇用管理
2025 年改訂版
パワハラ・セクハラ・カスハラなどに対応
した解説も掲載！
※開業医会員には、昨年 1 冊無料で送付

しています。
　経営税務・雇用対策としてご活用いただいております「医院経営
と雇用管理」の 2025 年改訂版が発行されました。
　改訂版は、医院のための雇用管理の基礎知識をはじめ、労働条件
明示のルール変更に対応し、育児・介護休業法のポイントなどにつ
いて、日常の医院経営で活用しやすいよう解説されています。ご一
読ください。
■仕様　B5判、197 ページ　会員価格　1,000 円（定価 1,500 円）
※追加注文…電話にて（048-824-7130）

冊 子 案 内

　1 月 23 日に開催。当日は JR 埼京線の電車遅延で 30 分
遅れての開会となったが、100 人が参加した。講師は柴原
孝彦氏（東京歯科大学名誉教授・客員教授、同大学千葉歯
科医療センター長補佐）。
　講演では、国内において口腔がんは高齢者だけでなく
AYA 世代や女性の罹患が増えており、早期は自覚症状が無
いため進行してから発見されることが多く、他の先進国よ

り死亡率が高いと解説。しかし、口腔がんはその多くが扁平上皮がんであり、直
接診て触れることができるため、患者の口腔を日常的に診ている一般開業歯科医
院の歯科医師・歯科衛生士の積極的な観察で早期発見・早期治療が可能と強調し
た。（以下、講演スライドから抜粋。アーカイブ配信は 3 月 31 日まで）

歯科学術研究会（WEB方式） 報告

口腔がんを見落とさない！
─開業歯科医院のための口腔粘膜疾患の基礎知識と診方─

①① ②

③ ④

⑦⑦ ⑧⑤ ⑥

柴原孝彦氏

観
」
と
い
う
日
本
語
は
日
露

戦
争
の
時
期
に
考
案
さ
れ
、

死
を
恐
れ
ぬ
武
士
道
精
神
を

鼓
吹
す
る
も
の
と
し
て
、
日

本
の
若
者
を
戦
地
に
送
り
込

む
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

そ
の
こ
と
へ
の
反
動
が
、
戦

後
の
高
度
成
長
期
に
お
け
る

死
の
否
認
に
つ
な
が
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
後
、

ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
、が
ん
告
知
、

脳
死
と
臓
器
移
植
な
ど
二
〇

世
紀
後
半
に
浮
上
し
た
医
療

上
の
諸
問
題
は
、
死
の
否
認

を
覆
し
死
生
に
直
面
す
る
こ

と
を
人
々
に
促
す
う
え
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
現

　
昨
年
十
二
月
十
一
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
に
て
開
催
し
た

「
死
生
を
め
ぐ
る
問
い
〜
医
療
の
中
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
〜
」
講
演
会
の
講
演
要
旨
を
講
師
の
石
丸
昌
彦

氏
（
放
送
大
学
名
誉
教
授
）
に
執
筆
い
た
だ
い
た
。
保

険
医
新
聞
二
月
号
に
掲
載
し
た
ス
ラ
イ
ド
と
合
わ
せ
て

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

■日時　3 月 23 日（月）
	 19 時 30 分〜 21 時
■講師　加藤 深雪 氏（bloom 総合事務

所代表、特定社会保険労務士）
◆講演のポイント◆

　医療機関の人手不足が続くなかで、採
用してもすぐに辞められてしまったと
か、やっと採用した従業員の能力不足や
協調性の欠如で解雇したら訴えられたな
ど、事業主は人を雇用した時点からコス
トやリスクを負うことになります。また、
カスタマーハラスメント対策が今年 10

月に義務化される予定で、対応を怠った
場合に医院は法的リスクを負う可能性も
あります。事業主として、今後さらに労
務関連の法改正情報等を常にアップデー
トしておくことが求められます。
　講習では、事業主が知っておくべき雇
用に関わるリスクを実例とともに提示
し、未然に防ぐ対策や起きてしまったあ
との対応などについて解説します。ま
た、押さえておきたい情勢として、カス
タマーハラスメント対策義務化や年収の
壁の動向などについても解説します。

労務管理講習会（WEB方式）

労務マネジメントにおける意識改革
〜押さえておくべき雇用リスク対策〜
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映画上映会のご紹介

太
テ ィ ダ

陽の運命
　沖縄本土復帰後の第 4
代知事・大田昌秀（任期
1990 〜 98）と第 7代知
事・翁長雄志（任期2014
〜18）は、政治的立場は正
反対でありながらも、幅広
い支持を集め、保革にとら
われず県政を運営し国と対
峙した。彼らに関わった人々
の証言を交え、信念に生き
た2人を描く、沖縄現代史ドキュメンタリー。
◆日　時　3月25日（水）
　①10:30〜 ② 14:00〜 ③ 18:30〜
※①、②は佐古忠彦監督の挨拶を予定
※1回145分、各回30分前開場、先着入場、全席自由
◆場　所　埼玉会館 小ホール
	 　（JR 浦和駅西口より徒歩6分）
◆参加費　電話割引1000円（当日：一般1200円、

60歳以上・障がい者1000円、小中高
生800円）

◆主催・配給／お問合せ・電話割引受付
　埼玉映画文化協会　TEL048-822-7428

へ
。
県
道
三
〇
号
線
に
入
る
と
す
ぐ
、
埼
玉
医
科

大
学
病
院
。
途
中
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
前
に
白

菊
の
鉢
植
え
を
見
つ
け
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
キ
ク
の
鉢
植
え
は
珍
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
、

パ
チ
リ
。
少
し
歩
い
て
右
に
折
れ
る
と
登
り
坂
。

毛
呂
山
霊
園
を
行
く
。
一
面
キ
ク
の
花
だ
ら
け
だ

が
、
そ
れ
は
邪
道
！
霊
園
の
手
前
の
民
家
や
畑
に

キ
ク
の
花
。
駅
へ
向
か
う
帰
り
の
道
す
が
ら
、
管

物
や
厚
物
を
そ
ろ
え
て
道
端
に
飾
っ
て
い
る
民
家

も
あ
っ
た
。僅
か
一
時
間
ほ
ど
の
散
歩
だ
っ
た
が
、

沢
山
キ
ク
の
花
を
観
る
こ
と
が
で
き
た
。
菊
花
展

は
来
年
だ
。

　
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ

サ
ハ
ゴ
ロ
モ
（Ricania 

shantungensis

）。
翅
を
閉

じ
た
状
態
で
頭
部
か
ら
全
長

一
四
〜
一
五
㎜
ほ
ど
の
ハ
ゴ
ロ
モ
科
の
昆
虫
。
前

翅
は
鉄
さ
び
色
、
翅
の
縁
の
中
ほ
ど
に
三
角
形
の

白
色
の
紋
が
あ
る
。
在
来
種
の
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ
ロ

モ
と
は
前
翅
の
色
や
前
翅
の
紋
の
形
で
鑑
別
す

る
。
極
め
て
広
食
性
で
果
樹
類
、
チ
ャ
等
の
樹
木

類
な
ど
に
害
を
与
え
警
戒
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七

七
年
中
国
山
東
省
で
発
見
さ
れ
同
地
が
原
産
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
本
邦
で
は
二
〇
一
七
年
大
阪
府

を
皮
切
り
に
棲
息
域
を
拡
げ
、
関
東
以
西
の
埼
玉

県
を
含
む
二
七
都
府
県
で
病
害
虫
発
生
予
察
特
殊

報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（JAcom

農
業
協
同
組

合
新
聞
：
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
六
日
よ
り
）。

　
公
園
を
散
策
し
て
い
る
と
、
い
る
い
る
、
翅
を

屋
根
型
に
閉
じ
た
三
角
形
の
地
味
な
虫
。
葉
っ
ぱ

や
ら
枝
に
く
っ
つ
い
て
群
れ
て
い
る
。
今
ま
で
気

付
き
も
し
な
か
っ
た
が
、
最
近
や
た
ら
見
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
見
蛾
に
見
え
る
が
、
触
る
と

ピ
ン
と
撥
ね
る
よ
う
に
飛
ん
で
い
く
。
ハ
ゴ
ロ
モ

だ
ね
〜
。
間
抜
け
な
顔
立
ち
に
癒
や
さ
れ
る
が
、

農
家
に
と
っ
て
は
シ
ャ
レ
に
な
ら
な
い
恐
ろ
し
い

刺
客
で
あ
る
。

　
雀
始
巣
（
す
ず
め
は
じ
め
て
す
く
う
）。
冬
の

間
、
少
な
く
な
っ
た
餌
を
啄
み
な
が
ら
群
れ
て
い

た
ス
ズ
メ
が
何
時
の
間
に
か
恋
の
シ
ー
ズ
ン
に
突

入
。
何
だ
か
朝
早
く
か
ら
騒
が
し
い
が
、
微
笑
ま

し
く
も
あ
る
。

　
第
一
一
九
回
は
キ
ク
（
イ
エ
ギ
ク
・
栽
培
菊  

Chrysanthem
um

 

× m
orifolium

）。
一
年
ぶ

り
な
の
で
お
さ
ら
い
を
。
中
国
で
栽
培
菊
は
チ
ョ

ウ
セ
ン
ノ
ギ
ク
と
ハ
イ
シ
マ
カ
ン
ギ
ク
の
雑
種
と

し
て
登
場
し
、
唐
代
に
入
っ
て
栽
培
・
鑑
賞
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
本
邦
に
は
遣
唐
使
に
よ
り
中
国
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
栽
培
・

品
種
改
良
が
進
ん
だ
の
は
江
戸
時
代
、
特
に
元
禄

期
以
降
で
あ
る
。
現
在
で
は
花
色
も
、
白
・
黄
・

赤
・
桃
・
紫
・

樺
色
、
複
色

な
ど
豊
富

で
、
鉢
植

え
・
切
り
花

は
一
年
中

出
回
る
。
花

径
は
一
〜

三
〇
㎝
超

と
幅
広
い
。

　
さ
て
今

回
は
毛
呂

山
町
を
訪
ね
た
。
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
二

月
十
八
日
、
キ
ク
を
町
の
花
に
指
定
。
地
元
の
産

キ
ク
⑧
（
行
田
市
、草
加
市
、越
谷
市
、北
本
市
、美
里
町
、杉

戸
町
、松
伏
町
、三
芳
町
、毛
呂
山
町
、吉
見
町
の
花
）

花
虫
風
月

　
表
題
に
あ
る
「
ト
リ
ツ
カ
レ
」
と
は
あ
る
事

柄
に
異
常
な
ほ
ど
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
他
の

こ
と
が
全
く
目
に
入
ら
ず
、
そ
の
こ
と
だ
け
を

ひ
た
す
ら
や
り
続
け
る
、
時
に
は
す
べ
て
を
極

め
て
し
ま
う
く
ら
い
の
知
識
や
技
術
も
身
に
つ

け
て
し
ま
う
く
ら
い
夢
中
に
な
る
こ
と
だ
と
い

い
ま
す
。

　
主
人
公
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
。

あ
る
日
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
音
楽
を
聴
き
、
オ

ペ
ラ
に
取
り
つ
か
れ
職
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
客

の
耳
元
で
大
き
な
声
で
歌
っ
て
し
ま
い
、
ク
ビ

に
な
り
そ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
が
い
の
ハ
ツ
カ

ネ
ズ
ミ
の
飼
育
で
は
、
あ
る
朝
一
匹
だ
け
家
族

か
ら
取
り
残
さ
れ
た
子
ネ
ズ
ミ
が
不
思
議
な
こ

と
に
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
と
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
か
け
が
え
の
な
い
相
棒
と
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
風
船
売
り
の
ペ
チ
カ
と
出
会
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
せ
つ
な
く
ま
ぶ
し
い
、
ま

じ
り
け
の
な
い
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
が
始
ま
り
ま

す
。

　
過
去
に
は
舞
台
演
劇
で
も
公
開
さ
れ
、
昨
年

十
一
月
に
ア
ニ
メ
映
画
化
さ
れ
、
話
題
に
な

り
文
庫
本
も
増
刷
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
で
は

ち
ょ
っ
と
と
っ
つ
き
に
く
い
絵
で
す
が
、
見
て

い
く
う
ち
に
す
ぐ
に
慣
れ
て
入
り
込
み
、
ラ
ス

ト
近
く
で
は
感
動
で
嗚
咽
す
る
ほ
ど
泣
け
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
た
ら
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き

た
い
お
勧
め
の
映
画
で
す
。
見
逃
し
た
方
も
ま

ず
は
ぜ
ひ
ご
一
読
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ト
リ
ツ
カ
レ
男い

し
い
し
ん
じ
＊
（
新
潮
文
庫
）

子どもの素朴なギモン？

おしん歯科医師
パ　パ「日本初の女性総理に期待しよう！」
子ども「総理が働いて働いて働いて働いて働いてま

いりますって言ってたけど働き方改革はど
うなったの？おまけに解散総選挙で政治空
白作ってしまっていいの？」

パ　パ「……？」
P.S 働けど働けど我がくらし楽にならず！じっと手
を見る！そんな心境？　

客寄せパンダ

駅前歯科医
　日本国民が初女性総理に期待して、自民党圧勝。

これからの日本が良くなることを願うばかりであり
ます。

歯科の実情

下がる地平線
　義歯作成終了で歯科医院が右往左往とよく聞くが
今度はパラ冠を作らない診療所が複数出現。従業員
の人件費、金属の急速な高騰に実効的な施策がなさ
れず放置。患者ごとにではなく診療所に対して衛生
士加算、助手加算、実績金属タイムラグ補填を設置
してほしい。穴だらけの経済安全保障では最低限の
生活は守れない。

鷹は飢えても穂を摘まず

貧乏医者
　一般名処方加算・医療 DX 推進体制整備加算など、
あちらさんの思う壺に嵌れば、近いうち梯子外し。
経営難だから「塵も積もれば」は大切といえども、
狡兎死して走狗烹らる。頑張れば、結局役人の言い
なりになって自分の首を絞めることになる。特に体
制加算は要注意 。

ひとことひとこと！！ひとことひとこと！！私の

穴井恭市穴井恭市の

〈214〉〈214〉

第119回

データ財産

岸利トオル
　国では今、お札や硬貨をなくしていく方向のよう
であるが、この世の中から現金取引がなくなったら、
買い物はテレビゲームのようなバーチャル取引きみ
たいになるわけである。もちろん現金も銀行に預け
てしまえば、データ上の手持ち金となるわけであり、
昔となんら変わりないのであるが、なぜかすごく不
安なのは私だけでしょうか。

＊
小
説
家
、
随
筆
家
、
大
阪
府
大
阪
市
出
身
。

業
ま
つ
り
や
流
鏑
馬
祭
に
伴
っ
て
菊
花
展
が
開
か

れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
し
か
し
今
年
は
ど
ち
ら
も

日
程
が
合
わ
ず
、
兎
に
角
訪
ね
て
み
る
い
つ
も
の

パ
タ
ー
ン
に
な
っ
た
。
八
高
線
毛
呂
駅
下
車
。
出

雲
伊
波
比
神
社
を
訪
ね
た
。
普
段
は
閑
散
と
し
て

い
る
よ
う
だ
。
キ
ク
の
花
の
影
も
形
も
な
い
の

で
、
流
鏑
馬
の
ダ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
た
。

U
タ
ー
ン
部
分
は
R
が
か
な
り
小
さ
く
、
馬
を
操

る
の
は
大
変
そ
う
だ
。
次
い
で
、
毛
呂
氏
供
養
塔

　医療や政治へのご意見、日常診療のちょっ
とした出来事などをお寄せください。意見・
批判・つぶやき・ジョークなど書き方は自由
です。掲載可否は編集会議で検討し、掲載分
には薄謝を進呈いたします。
……………………………………………………
■文字数　250文字程度
■送付先　FAX　048-824-7547
　　　　　メール　saitama@doc-net.or.jp

「私のひとこと」「私のひとこと」募集 !募集 !
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個別指導に弁護士が帯同できます

2026年診療報酬改定は6月施行
ぜひ新点数説明会にご参加ください

■個別指導対策の要点（医科・歯科）
　情報開示資料、相談事例などを編纂

　個別指導対策に特化した協会オリジナルの書籍です。厚生局から情
報開示した資料、協会に寄せられている相談事例、個別指導の内容や
仕組みなどをまとめています。具体的なカルテ記載事例も掲載してお
り、日常の諸記録の整備にもご活用いただけます。
　また、保険点数の算定要件やカルテ記載事項の変更に対応するため
に、書籍は改定の年に新版を発行し、会員に無料でお届けしています。

■保険医の経営と税務
　最新の基礎控除見直しやインボイス制度等を解説

　2026 年度税制改正大綱のポイント、医業所得計算や日常業務、確
定申告の記載例など、開業医が知りたいことを簡潔にまとめています。
また、税務調査の際に役立つ「事前・終了通知チェックシート」も掲
載しており、税理士からも貴重な書籍だと評判です。
　上記書籍を含め、日常に役立つ書籍類をご入会者に無料で進呈して
います。

ぜひ保険医協会にぜひ保険医協会に
ご入会くださいご入会ください

　診療報酬改定時の「新点数説明会」は特に好
評で、全国から集めた正確な情報をいち早く会
員に提供しています。また、協会が独自に作成
しているオリジナルテキストを無料で配布。2026 年は県内 4 カ所と WEB で開催いたします。

■ WEB 研究会も充実

医科関連…糖尿病研究会、循環器研究会、医科学術講演会など
歯科関連…歯科学術講演会、医療安全管理講習会、届出に対応した修了証発行の講習会など
医院経営関連…税務調査対策講習会、労務管理講習会、相続対策講習会など

　会員だけでなく、ご家族やスタッフが参加できる催しもあります。ぜひご活用ください。

入会資格　医師・歯科医師
会費月額　開業医4,900円（院長、管理者の方） 　勤務医3,400円

☎入会をご希望の場合は、お電話ください☎️

TEL 048-824-7130　　FAX 048-824-7547
平日　9:00 〜 12:30、13:30 〜 17:20

https://saitama-hokeni.com/ 埼玉保険医 検索

ご入会お待ちしています

■頼りになる保険診療対策

　保険点数の算定、窓口負担金の計算、レセプトの記載や各種公費負担
医療の取扱など、わからないことはお気軽にお問い合わせください。改
定内容や変更点についてのご質問にも対応しています。
　また、「理由がよくわからない」「医学的根拠がなく不当」などの返戻・
減点があればご相談ください。再審査請求の仕方、レセプト記載のアド
バイスも行っています。

■税務・労務・法律　専門家への無料相談

　従業員雇用で気をつけるべきこと、確定申告の相談、医院継承と相続、
医療事故、患者トラブルなどの相談にも応じています。協会顧問の税理
士・社会保険労務士・弁護士に直接相談ができる「会員無料相談」も実
施しています。

　埼玉県では全ての新規開業医に個別指導が行われています。また、新
規開業医以外の先生にも高点数個別指導、情報等による個別指導、集団
指導などが行われています。
　カルテ整備から当日の心得まで、ご相談に応じます。個別指導には弁
護士の帯同が可能です。指導に精通した顧問弁護士をご紹介します。

■個別指導対策講習会　疑問・不安が半日で解決

　日頃のカルテ記載を充実させることが一番の指導対策です。講習会で
はカルテ記載で気をつけるポイントをはじめとして、基礎知識を解説し
ます。
　また、実際に個別指導の通知が来てから指導当日までの準備や、指導
の種類、関連する法律など多彩な内容で開催しています。「不安が解消
した」「勉強になった」と毎年好評です。

■情報開示で最新情報をお届け

　診療科ごとの平均点数や選定件数、実施スケジュール等、開示請求に
より取得した最新情報を協会の機関紙などでお届けしています。
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お困りのこと、ありませんか？

　協会は、「保険医の経営と権利を守り、国民医療を発展させる」こと
を目的に結成された開業医の自主的団体です。埼玉県では 1972 年に結
成され、現在の会員数は4300人となっており、埼玉県内の約半数の医師・
歯科医師が加入しています（3/1 現在）。
　協会では、あらゆる活動の機会を通じて会員の先生方からの意見や要
望を汲み上げ、それらを協会活動に反映しています。そして、①日常の
相談対応、②各種共済制度の普及、③会員のための各種催しの開催、④
迅速な情報提供、⑤各方面での要求改善運動など、会員の生活や権利を
守る活動に精力的に取り組んでいます。

医療の発展と制度改善をご一緒に

日常診療で役立つ出版物

個別指導対策はおまかせを
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6 月1日
改定実施 新点数説明会

4月に4地区での開催と5月から動画配信を開始
詳細は 3 月 10 日頃にお届けしました封書案内にてご確認ください

1．会場参加申込み方法
①参加申込ハガキに参加人数をご記入の上、事前にお申込みください。
②ご都合の良い日程・会場にあわせてご参加ください。
③複数会場へのご参加も可能です。
④申込者が定員に達した場合には各医療機関に人数の調整をお願いす

る場合があります。

2．動画配信視聴の申込み方法
① 4 月 30 日（木）から、協会 HP で事前にお申込みください。
②配信期間内は、何度でもご覧になれます。
③お申込みがない場合は、動画配信を視聴できません。

3．オリジナルテキストについて
■会員に 1 冊無料で 4 月第 3 週に到着予定
※説明会に参加される際は必ずテキストをご持参ください。テキ

ストの貸出はしておりません。
※テキストは 2 冊目からは有料です（会場でも販売いたします）。

医科 4会場
開催地 日時・会場

春日部会場
診療所対象、外来の説明

4 月 21 日（火）19:00 〜 21:30
ふれあいキューブ「多目的ホール」

浦
和
会
場

病院・有床診対象、
入院・外来の説明

4 月 23 日（木）14:00 〜 17:00　
埼玉会館「大ホール」

診療所対象、
外来の説明　

4 月 23 日（木）19:00 〜 21:00　
埼玉会館「大ホール」

川越会場
診療所対象、外来の説明

4 月 27 日（月）19:00 〜 21:30
ウェスタ川越「大ホール」

熊谷会場
診療所対象、外来の説明

4 月 28 日（火）19:00 〜 21:00
熊谷市立文化センター「文化会館ホール」

歯科 4会場
開催地 日時・会場

川越会場 4 月 16 日（木）19:00 〜 21:00
ウェスタ川越「大ホール」

熊谷会場 4 月 21 日（火）19:00 〜 21:00　
熊谷市立文化センター「文化会館ホール」

春日部会場 4 月 23 日（木）19:00 〜 21:00
ふれあいキューブ「多目的ホール」

大宮会場 4 月 24 日（金）19:00 〜 21:00　
大宮ソニックシティ「大ホール」

※駐車場は大変混雑します。電車のご利用をおすすめします。
※医科 4 月 23 日（木）14:00 の回は、病院・有床診を対象とした

説明会です。他の会場は、診療所外来点数のみの説明会です。

動画配信は、5 月8 日（金）正午から開始します

Q1　日程の都合で、近隣ではない会
場に参加したいのですが、可能です
か？

A1　可能です。参加会場に制限はな
く、どの会場へもお申込みできます。

Q2　説明会前にテキストは受け取れ
ないですか？

A2　テキストは医科開業医会員、歯
科会員に 4 月第 3 週に 1 冊お届け
します。会場以外での販売は、5 月
以降の対応となります。4 月中の追
加購入を希望される場合は、説明会
会場へご来場ください。

Q3　従業員と日程が合わないため、
それぞれ別の会場に申込むことは可
能ですか？

A3　可能です。申込ハガキに会場毎
の参加希望人数を記載してくださ
い。テキストは事前にお届けしてい
ますのでご持参ください。会場でも
販売します。

Q4　申し込んだ後に当日の参加人数
を変更することは可能ですか？

A4　可能です。申込み後の変更は協
会までご連絡ください

新点数説明会の参加には、事前に入会手続き
が必要です。
ぜひこの機会に入会をご検討ください。

協会の活動は 9 面をご参照ください。

よ
く
あ
る
お
問
合
せ

会 員
限 定

　今改定は 2 年前と同様に 6 月実施です。多岐に渡る改定項目に対応すべく、協会は特別体制で新点数説明会を開催します。

https://saitama-hokeni.com/
検 索埼玉保険医

未 入 会 の 先 生 へ

保険医協会

●参加申込みは 4 月 30 日（木）から協会ホームページで受け付けます。
●動画の視聴には、事前の申込みが必要です。
●申込み方法等の詳細は、3月10日頃に封書で郵送している案内をご確認ください。

■参加対象　会員および家族、会員の従業員のみ
　　　　　　 （勤務医会員の従業員は参加できません）

■参加費　　無料

診療報酬改定情報のページを開設しています


